
「災害時の公共施設における安全対策を求める要望書」 

 

2月 20日(月)、公明党鈴鹿市議団は、市民の代表の方々と共に、末松則子

市長に「災害時の公共施設における安全対策を求める要望書」を手渡しました。 

 

 

 

市民の安全と安心を確保することは行政として最優先に取り組むべき課題であ

り、学校を含む大型公共施設の吊り天井の事故防止対策を実施するとともに、大

ホールなどでの大規模災害を想定した避難マニュアルの見直しや、市民が参加し

ての避難訓練の実施などに早急に取り組むべきであると訴え、以下の 4点につ

いて要望しました。 

● 要望書 

1、子どもの安全に関わる小学校 4校と、中学校 2校の体育館の吊り天井改修

を、遅くとも平成 26年度中に完了させること。 

2、鈴鹿市民会館・鈴鹿市文化会館・鈴鹿市武道館・鈴鹿市西部体育館の吊り天

井事故防止対策を、早期に進めていくこと。そのための予算確保を、計画的に行

なうこと。 

3、大型公共施設での災害を想定して、避難・対応マニュアルの見直しを行なうこ

と。 



4、大型公共施設で大震災をシミュレーションした、市民が参加しての避難訓練を

行なうこと。 

以上 


